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今江まさひこ今江まさひこ

今江まさひこのプロフィール
1954 年６月29日生まれ（満 64 歳）
市立金田小学校、市立南中学校を経て県立彦根東高等学校、
同志社大学法学部卒業後、近江八幡市職員となり､議会事務
局次長、秘書広報課長を歴任。
2007年４月滋賀県議会議員に初当選。（現在3期目）
この間、総務・政策常任委員長、防災・エネルギー対策特別
委員長、関西広域連合議会議員などを歴任。
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告
会
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開
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い
て

　
戦
後
、
私
た
ち
は
日
本
国
憲
法
の
三
原
則
で
あ
る
「
国
民
主
権
」
「
基

本
的
人
権
の
尊
重
」
「
平
和
主
義
」
の
も
と
に
平
和
で
一
人
一
人
の
国
民

を
大
切
に
す
る
国
を
目
指
し
て
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
で

は
児
童
虐
待
が
横
行
し
、
貧
困
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
媒
体
に
し
た
人
権
侵
害
が
拡
大
す
る
な
ど
、
守
る
べ
き

基
本
的
人
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
大
規
模
化
す
る
風
水
害
や
大
地
震
の
脅
威
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
社
会
構
造
の
大
き
な
変
化
へ
の
対
策
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
モ
ノ
か
ら
人
へ
の
政
策
転
換
が
必
要
な
時
で
あ
り
、
私
は

「
人
の
力
」
を
活
か
し
、
「
い
の
ち
」
を
守
る
「
草
の
根
自
治
の
滋
賀
」

を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
居
場
所
と
出
番
が

あ
る
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
三
日
月
県
政
と
連
携
し
な
が
ら
「
チ
ー

ム
し
が
」
の
仲
間
と
と
も
に
７
つ
の
視
点
で
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
、
35
人
以
下
学
級
の
さ
ら
な
る
推
進
、
児

童
虐
待
の
防
止
、
い
じ
め
対
策
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、
学
童
保
育

の
充
実
、
周
産
期
医
療
の
充
実
、
私
学
振
興
な
ど
子
育
て
環
境
日
本

一
の
滋
賀
を
め
ざ
し
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
可
能
と
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
活
躍
の
徹
底
支
援
を
し
て
子
育
て
環
境

を
整
え
ま
す
。

が
ん
対
策
や
認
知
症
対
策
の
充
実
、
介
護
支
援
や
在
宅
看
取
り
の
推

進
な
ど
に
よ
り
県
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
育
な
ど
に
関
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
処
遇
の
改
善
を
進
め
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
尊
重
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
に
居
場
所

と
出
番
の
あ
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
発
達
障
が
い
児
者
へ

の
支
援
、
特
別
支
援
学
校
の
環
境
改
善
、
盲
ろ
う
者
へ
の
支
援
制
度

の
拡
充
な
ど
を
進
め
ま
す
。

滋
賀
県
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
活
性
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
活
用
し
な
が
ら
、
モ

ノ
づ
く
り
産
業
を
中
心
に
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
所
を
き
め
細
か

く
支
援
し
ま
す
。

「
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
お
う
み
若
者
未
来
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
「
障
害
者
働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の

充
実
、
さ
ら
な
る
拠
点
整
備
に
よ
り
女
性
や
若
者
、
障
が
い
者
の
就

労
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ビ
ワ
イ
チ
や
日
本
遺
産
等
を
活
用
し
た
観
光
振
興
と
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

環
境
こ
だ
わ
り
米
を
は
じ
め
滋
賀
県
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
や
農
業
経
営
安
定
の
た
め
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
や
種
子
法
の
復

活
を
め
ざ
し
ま
す
。

公
契
約
条
例
の
制
定
に
よ
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
人
の
働
く
環

境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
「
働
き
方
改
革
」
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ダ
ム
だ
け
に
頼
ら
な
い
流
域
治
水
政
策
を
充
実
し
、
こ
れ
ま
で

の
風
水
害
な
ど
を
教
訓
に
し
て
日
野
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川

整
備
を
進
め
ま
す
。

県
民
の
利
便
性
向
上
や
安
全
の
た
め
高
規
格
道
路
や
県
道
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

消
防
団
や
地
域
防
災
組
織
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

特
殊
詐
欺
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
や
個
人
住
宅
の
耐
震
改
修
な
ど
地
震
に
強

い
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
文
化
財
保
護
や
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
総
合
的
な
振

興
に
よ
り
「
美
の
し
が
」
を
推
進
し
ま
す
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
や
部
活
の
指
導
者
の
養
成
・
研
修
を
進
め
ま
す
。

チ
ー
ム
し
が
代
表 

嘉
田
由
紀
子
前

滋
賀
県
知
事
と
と
も
に
県
政
報
告
を

し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
組
織
へ
の
支
援
に
よ
り
「
新
し
い
公
共
」
を
推

進
し
ま
す
。

雇
用
拡
大
に
よ
る
税
収
増
や
行
政
の
効
率
化
に
よ
り
財
政
の
健

全
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

県
議
会
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
関
係
強
化
や
県
議
会
の
政
策
形

成
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
県
民
参
画
委
員
会
な
ど
の
拡
大

や
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
を
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

琵
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じ
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す
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豊
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な
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進
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健
全
化
、議
会
改
革
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新
し
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と

  

財
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健
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会
改
革

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
み
、

若
者
や
女
性
が
輝
く
社
会
の
実
現

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
み
、

若
者
や
女
性
が
輝
く
社
会
の
実
現

 「
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」を

   

活
か
し
た
元
気
な
滋
賀
の
創
造

 「
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」を

   

活
か
し
た
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な
滋
賀
の
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人
や「
も
の
」が
行
き
交
う
活
力
あ
る

県
土
づ
く
り
と
安
全・安
心
社
会
の
実
現

人
や「
も
の
」が
行
き
交
う
活
力
あ
る

県
土
づ
く
り
と
安
全・安
心
社
会
の
実
現

琵
琶
湖
保
全
再
生
法
の
活
用
を
は
か
り
、
琵
琶
湖
の
水
質
保
全
や
水

草
、
外
来
生
物
の
除
去
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
琵
琶
湖
の
漁
業

を
守
り
育
て
ま
す
。
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55
政策

66
政策

77
政策

33
政策

44
政策

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
や
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
な
ど
子
育
て
や

教
育
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

琵
琶
湖
を
原
発
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
実
効
性
の
あ
る
多
重
防
護

体
制
の
確
立
や
責
任
あ
る
避
難
計
画
に
つ
い
て
国
の
責
任
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
「
原
発
に
依
存
し
な
い
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
」
を
滋
賀
か
ら
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

内
湖
再
生
事
業
の
推
進
や
琵
琶
湖
の
水
源
で
あ
る
森
林
整
備
・

県
内
産
木
材
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

日  

時　

２
０
１
９
年
３
月
20
日（
水
）
午
後
７
時
か
ら

場  

所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
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